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1 章 説明ポイント 

ｐ ポイント 内容 

目的 セミナーの実施内容を検

討 

①在職者訓練のパンフレットを、提示装置に映し出し

今回実施する、在職者訓練の目的などを説明する。 

②テキストの目次より、パンフレットよりも具体的な

実施内容について説明する。 

③実践的ＦＡＱは、すべては説明できないため、理解

度に応じて動作の確認をしていってほしいことを説

明する。 

④付録についても、すべては説明できないため、理解

度に応じて動作の確認をしていってほしいことを説

明する。 

は じ

めに 

安全 ・安全作業に徹してもらうことを説明する。 

・動作不良等あった場合、講師に直ちに伝えることを

説明する。 

1-1 FA現場での使われ方 図とともに、制御盤と比較して、使用方法を説明する。 

①画面を切り替えることが可能 

②小数点など、タッチパネル内で制御できる 

③手動、自動の画面を切り替える 

④現在値をリアルタイムで表示できる 

1-2 作成手順 作成手順を説明する。 

（必要なソフトウェア、ケーブルについても説明す

る） 

①PLC－タッチパネル間 

②パソコンータッチパネル間 

1-4 タッチパネル導入時の動

作の流れ 

I/O割付方法などを確認しながら説明する。 

1-5 タッチパネルのメリット

（テキスト記載以外） 

下記の内容ホワイトボードに記載し、説明する。 

①簡単なロギング動作を実施することができる（外部

メモリ（CF,SDカードに保存することができる） 

1-5 タッチパネルのデメリッ

ト 

下記の内容ホワイトボードに記載し、説明する。 

①外部の非常停止ボタンが必要 

②作画や接続方法（設定）の習得 

③高価（システム的に） 

④寿命（タッチパネル本体：同じ部分をタッチするた

め、タッチの感度が悪くなる 



 2 

⑤バックライトの寿命、液晶の寿命が考えられる） 

など 

1-5 タッチパネルの画面サイ

ズ 

メーカカタログをより、タッチパネルのサイズの種類

を説明する（価格とともに）。 

1-6 通信方式 メーカカタログをより、通信方式が記載されているの

で、テキストと照らし合わせながら説明する。 

※メーカカタログを用意すること（最新） 

1-10 表示速素 画面切り替え時間、ON/0FF画面の切り換えには時間が

かかる点を説明する。 

旧タイプのタッチパネルは動作速度が遅い場合があ

るので、写真（容量の大きいもの）を選択した場合、

ON/OFF 切り換えに時間がかかることがあるので注意

すること（最新のタッチパネルは。問題ない）。 
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接続ケーブルについてのまとめ（特に、備考について説明すること） 

 総合評価 標準装備以外で

必要となるもの 

ケ ー ブ

ル 

接続距離 備考 

バ ス 接

続 

〇 バス接続ユニッ

ト（タッチパネル

側） 

 

専 用 ケ

ーブル 

（ 自 作

不可能） 

13.2m 

（バス延長コ

ネクタ使用時

37m） 

・三菱 PLC、三菱タッ

チパネルの組み合わせ

のみ可能 

・PLC 側の設定がない

ため、簡単に通信が可

能 

・バスケーブルが高価、

長さの種類も 5 種類く

らいしかない 

CPU 直

接接続 

△ なし RS232C

ケ ー ブ

ル 

ま た は

RS422ケ

ーブル 

（ 専 用

品、自作

可能） 

3m（RS232C） 

30m（RS422） 

・シリアル通信の１つ 

・PLCCPU に RS232C、

RS422 の接続口がない

と接続ができない 

・PLC 通信ポートが占

有されてしまうと、PLC

プログラムのモニタが

出来ない場合があるの

で注意すること 

・最近の PLCCPUは USB

または、Ethernetにて

通信するのが一般的で

あるため、使われない

方向である 

計 算 機

リ ン ク

接続 

◎ 計 算 機 リ ン ク

（PLC側） 

RS232C

ケ ー ブ

ル 

ま た は

RS422ケ

ーブル 

（ 専 用

品、自作

可能） 

15m（RS232C） 

1200m(RS422) 

・Ethernet 接続が一般

的になる前としては、

一般的に接続方法。 

・PLC とタッチパネル

のメーカが異なった場

合でも接続可能 

・計算機リンク本体が

高価である 

・ケーブルも自作が可

能であるが、はんだ不
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良による接続不良があ

るので注意すること 

（ケーブル作成会社

（ミスミなど）に依頼

すると接続不良のトラ

ブルを防ぐことができ

る 

Etherne

t 接続 

（PLCCP

U 内蔵） 

◎ なし 

 

LANケー

ブル（専

用品、自

作可能） 

100m ・PLC、タッチパネルと

もに LAN 接続ポートが

内蔵されているため安

価 

・LAN ケーブルはノイ

ズが入りやすいので注

意すること（産業用

LAN ケーブルを使用す

ること） 

・Ethernet 通信の知識

が必要 

・最近、一般的になっ

てきた接続方式 

Etherne

t 接続 

（Ether

net ユ

ニ ッ ト

使用） 

〇 Ethernet ユニッ

ト（PLC側） 

LANケー

ブル（専

用品、自

作可能） 

100m ・Ethernet ユニットが

高価 

・LAN ケーブルはノイ

ズが入りやすいので注

意すること（産業用

LAN ケーブルを使用す

ること） 

・Ethernet 通信の知識

が必要 

CC-Link

接続 

 

△ CC-Linkユニット

（タッチパネル

側、PLC側） 

CC-Link

ケ ー ブ

ル（専用

線、端末

加 工 可

能） 

通 信 速 度

10Mbps の場

合 、 局 間

20cm、ケーブ

ル 総 延 長

100m 

※接続距離

・通信ケーブルが高価 

・CC-Link の設定の理

解が必要 
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は、 CC-Link

マニュアル参

照 

MELSECN

ET/H 接

続 

△ MELSECNET/Hユニ

ット（タッチパネ

ル側、PLC側） 

MELSECN

ET/H ケ

ー ブ ル

（ 光 フ

ァ イ ル

バ 使 用

時 は 端

末 加 工

は で き

ない） 

SI 光ファイ

バ、通信速度

25Mbps の場

合の局間は

200m 

※接続距離

は 、

MELSECNET/H

マニュアル参

照 

・通信ユニットが高価 

・通信ケーブルが高価 

・MELSECNET/H の設定

の理解が必要 

注意：三菱 PLC Q03UDE使用時 

注意：三菱 GT16シリーズ 
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２章 説明ポイント 

ｐ ポイント 内容 

2-1 プログラム作成手順の流

れ 

１章の復習として、作画に必要な事項について、再度

説明する。 

2-2 I/O割付の確認 今回使用する、スイッチ・ランプボックスの I/Oを説

明する。 

本来は、タッチパネルが入力／出力を行なうので必要

ないが、今回は、外部機器からの入力／出力が必要な

ために、スイッチとランプは必要になる。 

2-11 PLCCPU のスイッチの動作

確認方法 

PLCCPUの STOP,RESET,RUNの状態を説明する。 

（PLCの機種によって RESET 方法が異なることがある

ため） 

今回の PLCCPUは、RESETのレバーを倒して 3秒間保持

しないと RESETできないことに注意すること。 

2-21 PLC-タッチパネルの通信

ケーブルの接続 

今回は、下記について説明し、配線を実施してもらう。 

①バス接続ユニットが接続されているかを確認する 

②バス接続の端子を確認して配線 

（取付ねじは、手で回らなくなる程度で今回は固定。

実際は精密ドライバ－を使い、固定する） 

③今回は、バッテリー非装着である 

（時刻等は、PLCCPUからデータをもらっている。これ

は、あとで再度説明する。） 

2-21 PLC-パソコンの通信ケー

ブルの接続 

（GX-Designer用） 

USBケーブルを使用し、配線を実施してもらう。 

①タッチパネル通信ポートの確認 

（前面、miniB端子を使用） 

2-22 PLC-パソコンの通信ケー

ブルの接続 

（GX-WORKS 用） 

今回は、USB ケーブルを使用することを説明し、配線

を実施してもらう。 

（受講者によっては、仕事上で PLCを使用していない

人もいるため、PLC 操作がおぼつかない受講者に対し

ては、これ以降課題ごとにフォローしていく） 

配 線

作業 

安全 ・安全作業に徹してもらうことを説明する。 

・動作不良等あった場合、講師に直ちに伝えることを

説明する。 

・講師に指示があるまで、電源を入れてはいけないこ

とを伝える。 

※受講生の配線終了後、全受講生の配線状態を確認
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し、問題がなければ電源を ONさせるようにする。 

2-26 USB ドライバのインストー

ル 

パソコンにあるUSBの接続口ごとにドライバをインス

トールする必要があることを説明する。 

（基本的に、USB ドライバは自動実施されるが、イン

ストールする時間がかかる場合があるので注意する

こと） 

2-28 GOTの性能仕様 内蔵インターフェースの種類と用途について説明す

る。 

タッチパネルのフロントには、2 つの USBの接続口が

あるが、MiniB のみ、パソコンから作画データをダウ

ンロードすることができる。TypeA はデータの送受信

用と考えてよい。 

2-31 ベース画面 ①登録可能数、②登録可能な画面番号を説明する。 

（画面を作成すると時に、よく質問があるため） 

2-32 ウィンドウ画面 ①登録可能数、②登録可能な画面番号を説明する。 

（画面を作成すると時に、よく質問があるため） 

2-42 画面の種類 画面の種類を説明する。 

ベース画面はタッチパネル上に1枚しか表示すること

できないが、ウィンドウ画面は複数表示することがで

きる（タッチパネルの種類と設定によって変わってく

る）。ベース画面が切り替わったからといって、ウィ

ンドウ画面は切り替わらない（連動はしていない） 

2-43 レイヤ ①全面レイヤ、②背面レイヤの２つがあることを説明

する。 

特に、レイヤ内部で全面、背面があることも伝える。

これは、図の表示がうまくいかなかった場合に考える

必要があるため。確認方法は、今後、ソフトウェア操

作方法時に説明する。 
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３章 説明ポイント 

ｐ ポイント 内容 

3-1 接続方法の設定 作画ソフトのウィザードにて説明する。 

（設定する内容が多岐にわたっているため、新規画面

作成時には、ウィザードを使用する方法が一般的であ

る。他メーカも同じ。） 

3-1 ソフトウェアの起動方法

から、データ保存まで 

データの保存先は、配布の USBまたは、デスクトップ

上におこなうことを説明する。作画データは受講者の

必要に応じて、持ち帰ってもらう。できれば、デスク

トップ上に作画データは保存し、在職者訓練の最終日

に USBにデータを移して持って帰ってもらう。 

保存後は、保存したデータからソフトウェアが起動す

るかを確認する。この時に、ウィザードの設定が必要

なくなることを説明すること。 

3-22 タッチパネル－パソコン

通信状態の確認 

タッチパネルとパソコンが通信できない場合の説明

をする。 

①タッチパネルの設定（特に、タッチパネルと通信す

る PLCの機種が間違っている場合が多い） 

②USBケーブルの未接続 

（パソコン-PLC、タッチパネル-パソコンの 2本の USB

接続が必要になる。どちらも、MiniB 端子のため、間

違えることが多い） 

③USBドライバがインストールされていない 

3-23 画面データの書込み 書込みデータの種類を説明する。 

①基本はプロジェクトデータにチェックを入れて書

き込む。 

②タッチパネル購入後は、OSがインストールされてい

ないため、最初に OSをインストールする必要がある。

使用する作画ソフトの Verが異なった場合も、インス

トールする必要がある。通信方法が USBの場合、数分

でインストールは終了するが、RS232C の場合は、数時

間かかる場合があるので注意すること。 

③通信ドライバは、PLC－タッチパネルの通信を変更

した場合、インストールする必要がある。また、前の

ドライバが残っている場合があり、タッチパネル内の

メモリを消費し、タッチパネルの作画画面のメモリが
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少なくなる場合があるので注意すること。 

④拡張機能、オプション機能は、タッチパネル内で使

用する機能によって、ドライバをあらかじめインスト

ールする必要がある場合に、実施する。 
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４章 説明ポイント 

※課題の解答については、後のページを参照すること 

ｐ ポイント 内容 

4-1 使用デバイス 三菱のデバイスがそのまま使用できることを説明す

る。 

特に、タイマとカウンタは、接点、コイル、設置値、

現在値が表示できることを説明する（後で、使用する

ため）。 

4-2 タッチパネル部デバイス タッチパネル内にメモリがあり、PLC と通信しない場

合は、内部デバイスを活用することができることを伝

える。 

例：画面切り替えデバイス 

（ただし、PLC プログラムより画面切り替えを実施す

る場合は、PLCデバイスを使用する） 

4-6 図形の描画 操作方法について説明する。基本的には、下記の３パ

ターンのうちから、使いやすいものを選択してもら

う。 

①メニュバー 

②ツールバー 

③ウィンドウ（すべての機能ではない） 

4-16 画面フォント 昔のタッチパネルはフォントの数が少なったが、現在

は、よりきれいに（ドットの粗さが気にならない）表

示させることができることを説明する。 

しかし、下記の点には注意する必要がある。 

①フォントの種類によっては、拡張機能のドライバを

インストールする必要がある（ストロークフォント） 

4-26 写真データの貼り付け 作画画面に、写真データを貼り付けることが出来る子

を説明し、実際にタッチパネルに送信し動作確認して

もらう。写真データを使用する場合は下記の点につい

て注意すること。 

①画面切り替え速度の確認 

（タッチパネル内の処理速度が遅いと、写真のデータ

が入っていると遅くなる。今回のタッチパネルは問題

ない。） 

②タッチパネル上に表示させ、画像のきれいさを確認

する。（古い機種だと、画質が荒く何を表示している
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かわからない場合があるため。） 

4-28 課題１ 課題１を操作方法の復習も踏まえて実施してもらう。 

目的： 

①作画書き込みまでの一連の流れを理解 

②図の色合いや、フォントの違いを理解 

4-29 操作全般の説明 今回実施する機能について説明する 

また、タッチパネルが。PLC プログラミングの一部を

実施できる。これは、PLC プログラミングのステップ

数を削減して、スキャンタイムを減少させることでき

る。しかし、PLC プログラムからは機能が見えないデ

メリットもある。 

例：PLCプログラム 自己保持回路 

タッチパネルでは、スイッチ字体に、SET/RESET が可

能 

4-29 タッチスイッチの設定 

 

スイッチには種類があることを説明する（設定する必

要があるが、デフォルトではビットモーメンタリ）。 

①ビットの ON/OFFのビットスイッチ 

②スイッチの ON/OFF にて、数値を設定ワードスイッ

チ 

③画面切り替えスイッチ 

また、1 つのスイッチに複数の動作をさせることも可

能（上記の①と②を同時に実施することができる） 

三菱 PLC の場合、入力 Xも使うことができるが、でき

れば、内部リレーMを使用する。 

4-46 ランプの設定 三菱 PLC の場合、出力 Yも使うことができるが、でき

れば、内部リレーMを使用することを説明する。 

4-52 課題 2-1 受講生といっしょに実施する。 

目的： 

①ビットスイッチ設定の理解 

②ランプ設定を理解 

4-54 課題 2-2 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

目的： 

①ビットスイッチ種類の理解 

4-56 課題 3 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

（ランプ機構、動作条件を設定し、動作確認を実施す

る） 
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目的： 

①ビットスイッチの詳細設定の理解 

②ランプの詳細設定の理解 

4-60 課題 4 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

目的： 

①ビットスイッチの詳細設定の理解 

②ランプの詳細設定の理解 

4-69 画面切り換え ・タッチスイッチによる画面切り換えと PLCプログラ

ムによる画面切り換えの２つがあることを説明する。 

・ウィンドウ画面は、画面番号が 0とすると、消去す

ることができることを説明する。 

4-83 課題 5 受講生といっしょに実施する。 

目的： 

①画面切換方法（タッチスイッチ）の理解 

②画面の追加方法の理解 

4-84 課題 6 受講生といっしょに実施する。 

目的： 

①画面切換方法（PLCプログラム）の理解 

②画面の追加方法（デバイス設定）の理解 

4-86 画面切り換えデバイス 画面切り換えデバイスを設定しないと、画面切り換え

はできないことを説明する。 

4-87 ライブラリの活用 ・ライブラリを活用することで、デザインがきれいな

スイッチやランプを使用できることを説明する。 

しかし、光の反射具合などで ON/OFF の状態がわかり

にくい場合があるので注意する必要がある。現場で操

作する人の意見を聞き、色や形を検討する必要があ

る。 

・スイッチの動作追加を実施する必要がなるので、注

意することを説明する。 

4-111 課題 7 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

目的： 

①画面（オーバーラップウィンドウ）の理解 

②画面（スーパーインポーズウィンドウ）の理解 

③ウィンドウ画面の移動方法の理解 

4-114 ウィンドウの画面変更 デフォルトから画面サイズを変更することができる

ことを説明する。 
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4-116 ウィンドウ表示位置 デフォルトだと、中央に表示されるため、位置をわか

るマークを画面上に表示できることを説明する。 

4-127 画面の追加 ここから先は、作成する画面を追加していくことを説

明し実施してもらう。 

そのため、選択するメニュー画面を、画面番号 1に設

定する。画面番号 1にする理由は、タッチパネルの電

源投入時には、一番若い番号を表示することになって

いるため、番号 1はメニュー画面を設定するのが一般

的となっている。 

4-134 数値入力／数値表示 ・データ形式（BCD,10進数など）の設定があることを

説明する。 

・キーウィンドウの表示位置を確認してもらい、位置

を変更してもらう。（ウィンドウ画面と同様に、任意

の位置に変更できることを伝える。） 

4-156 課題 8 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

PLCプログラムを作成・書込みを実施する。 

目的： 

①数値表示の理解 

（表示形式、桁数） 

4-157 課題 9 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

PLCプログラムを作成・書込みを実施する。 

ワードランプの設定について説明する。 

目的： 

①数値表示の理解 

（表示形式、桁数） 

②ワードランプの理解 

（数値により、色を変化させる） 

4-163 課題 10 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

PLCプログラムを作成・書込みを実施する。 

目的： 

①数値表示の理解 

（タイマの現在値の表示） 

4-167 課題 11-1 課題 10に追加問題 

データ演算機能について説明する。 

目的： 

①数値表示の理解 
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（タイマの現在値の表示） 

（データ演算機能の設定方法） 

4-175 課題 11-2 課題 11-18に追加問題 

タイマ、カウンタの接点、コイル、現在値の表示につ

いて説明する。 

（PLC プログラムのモニタ機能を使わずに現在値を確

認できることを説明する。また、ベース画面ではなく

ウィンドウ画面で一時的に表示させてもよいことを

説明する。） 

目的： 

①数値表示の理解 

（タイマの現在値の表示） 

（カウンタの現在値の表示） 

②タイマ、カウンタのデバイスの理解 

（接点、コイル、現在値、設定値を表示） 

4-177 日付／時計表示 タッチパネルにて、生産量など現在値を表示すること

が多く、同時に時間が表示されていることで、どの時

に、どのくらいの生産量かがわかることができるの

で、使用されることが多いことを説明する。 

PLC 内の日付／時計を使用するか、タッチパネル内の

日付／時計を使用するかについて説明する。 

4-188 メッセージ機能 基本コメント、コメントグループについて説明する 

4-206 課題 12 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

PLCプログラムを作成・書込みを実施する。 

目的： 

①コメント表示の理解 

（ユーザコメント） 

4-207 課題 13 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

PLCプログラムを作成・書込みを実施する。 

目的： 

①コメント表示の理解 

（コメントと数値表示との連携） 

4-209 アラーム表示機能 ユーザアラームとシステムアラームの2種類を表示す

ることができることを説明する。 

また、PLC とタッチパネルのメーカが同じ場合は、PLC

アラーム（エラー）もタッチパネル上に表示すること
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ができる可能性もあることを説明する。（マニュアル

等確認してほしい。） 

4-252 課題 14 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

目的： 

①ユーザアラームの理解 

②システムアラームの理解 

4-253 グラフメータ機能 ・数値を可視化するのに使用するに有効であることを

説明する。わかりやすくするために、基本的には、 

①グラフはベース画面上に大きく表示 

②目盛線を追加（見やすく） 

③縦軸、横軸には、単位を追加 

④グラフタイトルの追加 

を入れること。 

通常は、数値表示で、スイッチを押すとグラフで表示

させる場合は、ウィンドウ画面を活用することを説明

する。 

・数値により、色を変化させることができ、通常、異

常などを区別することもできることを説明する。積極

的に、タッチパネル操作者に対して、知らせるように

する。 

4-258 棒グラフ グラフの目盛や数値は、グラフなの機能を使用する

と、大きさが小さい可能性もあることを説明する。 

また、大きさを変更する場合は、文字や図記号を用い

て行うことを説明すること。 

4-266 課題 15 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

PLCプログラムを作成・書込みを実施する。 

特に、グラフを 2本使用（別々に設定）して表示させ

ることを、課題説明時におこなうこと。よく、間違え

ることがあるため。 

目的： 

①棒グラフの理解 

（本数設定） 

（縦軸、横軸の設定） 

（メモリの設定） 

②数値入力との連携方法の理解 

4-267 折れ線グラフ 棒グラフとは、設定の異なる部分を中心に説明する。 
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本数の設定があるので注意することを説明する。 

4-278 課題 16 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

複数コピー、ID設定について説明し、効率よく数値入

力ができるようになることを確認してもらう。 

目的： 

①折線グラフの理解 

（棒グラフとの本数設定の違い） 

（横軸がデバイスとなる点の理解） 

②複数コピーの理解 

③ＩＤ設定の理解 

4-279 トレンドグラフ 他のグラフとは異なり、横軸が時間となり、一定時間

経過後のデータが表示されることを説明する。 

取り込む時間（トリガ種別：周期）を設定する必要が

あることを説明する。デフォルトは 10×100ms＝1 秒

となっている。 

4-290 課題 17 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

目的： 

①トレンドグラフの理解 

（横軸が時間となる点を理解） 

4-291 レベル表示 任意の図に対して、数値を設定し、色を塗りつぶすこ

とができることを説明する。 

また、色も変更することができることを説明する。 

4-299 課題 18 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

ワードコメントについて説明する。 

目的： 

①レベル表示の理解 

（任意の図を用いてグラフ化ができる） 

②コメントとの連携の理解 

4-307 パネルメータ ライブラリ内にある、パネルメータの設定方法につい

て説明する。 

いままでのメータと違い、図柄がきれいであることを

見てもらい、タッチパネルメーカ HP には、このよう

なパネルメータ例、入力部＋棒グラフ、CC-Link 設定

方法などがダウンロードすることが出来ることを説

明する。 

4-314 部品表示 表示する部品を登録する必要があることを説明する。 
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4-331 課題 19 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

XOR の表示色は、付録を見て確認してもらう。また、

いくつか実際に設定を行い、色が変化するかも確認し

てもらう。 

目的： 

①部品表示の理解 

（部品の登録方法の理解） 

（部品表示方法の理解） 

4-335 部品の回転 画面を変更しないで、一部の部品の表示サイクルを変

更することにより、部品を回転させているように見せ

ることができることを説明する。 

（この内容は、説明と実施に時間がかかるので、受講

者のレベルが高い時に実施する。） 

4-349 部品移動 タッチパネル内を登録した部品の移動ができること

を説明する。 

部品移動の範囲を設定する時、タッチパネルの画面外

になるとき、部品の移動ができない場合があるので注

意すること。その時は、部品移動範囲を狭くするか、

部品を小型にするなど対策する。 

4-368 課題 20 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

目的： 

①部品移動の理解 

（移動部品の変更の理解） 

（座標軸の理解） 

②ベース画面とウィンドウ画面の連携の理解 

4-371 レシピ 生産部品ごとに、設定データを変更する時に使用する

ことを説明する。 

あらかじめ、設定データを保存しておく必要がある点

も注意する。 

システム信号により、データ書き換え状況を把握する

ことができることを説明する。 

データを書き換える時には、メモリ内を書き込む必要

あるため、時間がかかる場合があることを説明する。

今回は、タッチパネルの設定で、ディレイタイムを設

定する。 

4-391 課題 21 受講生に検討してもらい、その後解答する。 
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目的： 

①レシピ機能の理解 

（レシピデータの設定方法の理解） 

（システム信号の理解） 

②タッチスイッチの理解 

（ディレイ機能の設定） 

総 合

-1 

モータの正転／逆転 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

（時間がない場合は、解答を配布して説明する） 

目的： 

①ベース画面、ウィンドウ画面の作成 

②画面切換 

③スイッチ、ランプの設定（ビット入力） 

④PLCプログラムとの連携 

総 合

-2 

FAライン管理 受講生に検討してもらい、その後解答する。 

（時間がない場合は、解答を配布して説明する） 

目的： 

①ベース画面、ウィンドウ画面の作成 

②画面切換 

③スイッチ、ランプの設定 

④数値表示、数値入力の設定（ワード入力） 

④PLCプログラムとの連携 

総 合

-6 

画面作成に当たっての注

意点 

今までのまとめとして、説明する。 

（時間がない場合は、受講者にあとで読んでもらうよ

うに伝える。研修報告書作成時に活用してもらいたい

ため） 
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総括 

ｐ ポイント 内容 

 実習内容のおさらい ①テキストの目次にて、3 日間の在職者訓練にて、実

施した内容を確認する。 

②付録について、説明できなかった部分を簡単に説明

する 

 質疑応答 全体を通しての質疑応答を実施。 
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その他 

（必要に応じて、追加説明する内容） 

ｐ ポイント 内容 

付 録

-1 

ユーティリティ機能 タッチパネル本体から、基本設定等を変更することが

できる機能。メーカ問わずあるため、必ず説明する。 

付 録

-16 

ヘルプ機能 ソフトウェアで確認できるヘルプ機能を説明する。 

機能がわからない場合は、下記の方法があることを伝

える。 

①マニュアルにて確認、②メーカ営業者に質問（技術

営業）、③メーカＨＰで問合せる 

付 録

-17 

キーコード 最近は使われなくなってきたが、数値により機能を実

現できるのが、キーコードとなっている。 

付 録

-21 

XOR 部品表示にて、説明する。 

付 録

-22 

ASCIIコード 数値にて、文字表示をすることを説明する。 

付 録

-23 

接続一覧 PLC－タッチパネル接続方を説明する。 

付 録

-131 

シミュレータ機能 タッチパネル本体がない場合に、動作確認する方法。

企業等タッチパネル画面が開発したいが本体がない

場合に使用する。 

付 録

-152 

メモリカードへの保存 ロギング数が少ない場合、タッチパネル内の CF カー

ドを用いて簡易ロギングが可能出ることを説明する。 

付 録

-172 

ハードコピー 資料を作成時にタッチパネル画面データが必要な時

に役立つ機能の１つ。 

付 録

-184 

ソフトウェアのバージョ

ンアップ 

タッチパネル本体は、モデルチェンジのサイクルが短

く、ソフトウェアのバージョンアップをしないと機器

に対応することできない場合がある。メーカ HP に、

バージョンアップ対応のソフトウェがあるので、ダウ

ンロードし、最新にしておく必要がある。また、OS

によっては対応できない場合があるので、注意するこ

と。 

付 録

-189 

トランスペアレント パソコン→タッチパネル→PLC で、PLC プログラムを

書き込むことができることを説明する。 

（通信線が 1本ですむことがわかる） 
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課題解答例 

 

課題１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フォントを変更させて、違いを確

認してもらう 

背景色は設定 
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ポイント 長方形と文字を別々に記載する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長方形が、上面になった場合、図

形を選択し、順序→レイヤ内最背

面に移動 を実施する 
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ポイント：ペイントの使い方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形を個別で色を塗りたいときに

使用する 

図は多角形を使用して、形を描く 

（１回で） 

 

 

図は多角形を使用して、形を描く 

（１回で） 
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※多角形（三角形）を２つ描いて、色を塗ってもよい 
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課題２－１ 

 

 

 

 

 

 

 

受講生と一緒に行い、テキスト通りでき

たかを確認する課題 

※ストロークフォントを使用しているため、

拡張機能 基本ストロークを、GOT 書き込

み時、書き込む必要があります 

→書き込まないと、ストロークフォントでは

なく、普通のフォントでタッチパネル上に表

示されます 
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旧解答（スイッチ、ランプ内の文字を使用している場合） 
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課題２－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講生と一緒に行う課題 

① 

③ 

② 

④ 

⑤ 

①ビットスイッチ 

デバイス 

デバイス：M101 

動作設定：ビット反転 

②ビットランプ 

デバイス：M101 
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③ビットスイッチ 

デバイス 

デバイス：M102 

動作設定：ビットセット 

④ビットスイッチ 

デバイス 

デバイス：M102 

動作設定：ビットリセット 

⑤ビットランプ 

デバイス：M102 
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補足：文字について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他メーカはスイッチの文字機

能が弱い場合もあるため、“文

字”を使う場合もあることを説

明すること 

オブジェクト（ビットスイッチ内

の文字） 

図形（文字） 
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課題３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タッチスイッチを ON しても、何も変化がない（押したときの音のみ聞こえる） 

→X0 を ON すると、タッチスイッチが ON 表示に切り換わる。しかし、ランプは何もなら

ない。 

タッチスイッチ ON と外部スイッチ X1 を同時に ON すると、M100 が ON することがわか

る（タッチスイッチのランプは OFF 表示のまま） 

 

① 

① 

課題２の画面で、設定を変

更する 

受講生まずは考えてもらう 

→テキストの次のページに解説が記載されて

いるため、見てもらうこと 

① 

② 

※図形は、各自で自由に選

択してもらう 

①ビットスイッチ 

デバイス 

デバイス：M100 

動作設定：ビットモーメンタリ 

ランプ機能：ビット ON/OFF デバイス X0 

動作条件 

トリガ種別：ON 中 

トリガデバイス:X1 
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② 

②ビットランプ 

デバイス：M100 
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GX-works 上でモニタする 

タッチスイッチ ON と外部スイッチ X1 を同時に ON すると、M100 が ON することがわか

る 
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課題４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

① 

ベース画面の背景を変更し

てみること 

①ビットスイッチ 

デバイス：Y40 

動作設定：ビット反転 

 

→Y40 は外部スイッチ／ランプＢＯＸのＰ

Ｌ１であることを伝える 

 

※文字を入れて、何のスイ

ッチかを記載してもらう 

※ホワイトボードに、外部スイッチＢＯＸ（Ｉ

／Ｏと名称）とタッチパネルの信号の流れを説

明すること 
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② 

②ビットランプ 

デバイス：X0 

図形属性：ON ブリンク（中速） 

（OFF はブリンクを選択することができない） 

 

→X0は外部スイッチ／ランプＢＯＸのＰＢＳ１

であることを伝える 

 

ON 図形を選択すると 
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課題４ （旧解答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② 

①ビットスイッチ 

デバイス：Y40 

動作設定：ビット反転 

 

②ビットランプ 

デバイス：X0 

図形属性：ON ブリンク（中速） 

（OFF はブリンクを選択することができない） 
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課題５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

①画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：ベース 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：2 

 

②画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：ベース 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：1 

 

画面番号１ 

画面番号２ 

その前までのページで、一緒にやっていく課題→こ

の課題内容を説明してから、実施するとよい 
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課題６ 

ラダープログラム 

 

 

画面切り換えデバイスの設定 

 

 

画面切換デバイスの設定箇所の設定（画面作成ソフト立ち上げ時のウィ

ザードで設定できることも伝える）を説明し、プログラムを説明して、

受講生と一緒に行い、テキスト通りできたかを確認する課題 

設定変更した場合は、設定を書き

込むこと 

初期値は GD100（タッチパネル

内部データレジスタ） 

D100 に今回はすること 
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課題７ 課題５にウィンドウ画面を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーバーラップウィンドウ

画面（ウィンドウ番号１） 

スーパーインポーズウィンドウ

画面（ウィンドウ番号２） 

① ② 

③ ④ 

①画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：オーバーラップウィンドウ１ 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：1 

 

コピー 
コピー 
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②画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：オーバーラップウィンドウ１ 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：0 

 

③画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：スーパーインポーズウィンド

ウ１ 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：2 

 

④画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：スーパーインポーズウィンド

ウ１ 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：0 
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追加：クローズキーの表示の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このチェックを外す 

表示しない 

 

表示する 
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課題８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①数値表示 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

① 

② ③ ④ ⑤ 

②ビットスイッチ 

デバイス：M0 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

③ビットスイッチ 

デバイス：M1 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

④ビットスイッチ 

デバイス：M2 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

⑤画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：ベース 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：1 

 



 46 
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課題９ 

画面コピーの 1つの方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コピー元を選択 
コピー先を入れる 

追加されているこ

とを確認する 

→その後、タイト

ルなどを変更する 
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⑥ビットスイッチ 

デバイス：M3 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

⑦ビットスイッチ 

デバイス：M4 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

別解⑧ワードランプ 

デバイス：D10 

条件数：4 個 

条件：（通常） 青 

（条件がないときに、表示される） 

条件：$V  <  0 赤 

条件：900  <=  $V  <  1000 黄 

条件：1000  <=  $V 赤点滅 

（青を、通常にして、それ以外を設定する

方法） 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑧ワードランプ 

デバイス：D10 

条件数：5 個 

条件：0  <=  $V  < 900 青 

条件：$V  <  0 赤 

条件：900  <=  $V  <  1000 黄 

条件：1000  <=  $V 赤点滅 

（４つすべてを条件にする） 

（ここでは、0 をプラスにしているが、マイ

ナスにしてもよい。） 

ワードスイッチにつ

いても、説明する 

（テキスト参照） 
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課題１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ビットスイッチ 

デバイス：M0 

動作設定：ビットリセット 

 

① 

② 

①ビットスイッチ 

デバイス：M0 

動作設定：ビットセット 

 

③ 

③ビットランプ 

デバイス：M1 

 

④ 

④数値入力 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

 

 

⑤ 

⑤画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：ベース 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：1 
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課題１１－１ 

※課題１０から変更したところのみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 

④数値入力 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

 

演算／スクリプト 

モニタ 式 ＄＄／１０ 

書き込み 式 ＄Ｗ＊１０ 
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追加説明 タイマの現在値の確認を画面上で実施する 

（ラダープログラムでモニタすれば可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

①数値表示 

デバイス：TN0 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

②数値表示 

デバイス：TN1 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 
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課題１１－２ 

※課題１１－１から変更したところのみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 例 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

⑤数値入力 

デバイス：D11 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 
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追加説明① カウンタの現在値をタッチパネル上に表示させる 

 

 

 

 

追加説明② 

タイマとカウンタの接点をランプで表示させる 

 

 

 

 

③数値表示 

デバイス：CN0 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

①数値表示 

デバイス：TN0 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

②数値表示 

デバイス：TN1 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

① 

② 

③ 

 

タイマ接点 TT 番号 

タイマコイル TC 番号 

カウンタ接点 CT 番号 

カウンタコイル CC 番号 

 

※今回は、T0 はわかるが、T1 と C0 はすぐ

に OFF するので、タッチパネル上では表示

されないため、T0 のみでもよい 
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追加説明③ 

上記のタイマの現在値を、小数点表示する（秒単位で表示させる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①数値表示 

デバイス：TN0 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：実数 

小数点桁数：1 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

②数値表示 

デバイス：TN1 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：実数 

小数点桁数：1 

表示桁数：6（4 桁でも可能です） 

設定例 

しかし、このままだと、1 秒設定にすると０．０～１

０．０となり、小数点は０のままとなってしまう。単

位を“秒”とするとよいので、下記の演算式と、TN0

と TN1 に入れる 7 

これで、０．０～１．０で、小数点の数値も変化する

ことがわかる 
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課題１２ 

ビットコメントを使用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

1 個作成して、連続コピーを実施し、コ

メントとのみ変更する 

必要に応じて、間隔を空けてください 
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①コメント表示（ビット） 

(1)基本設定：デバイス／スタイル 

コメント表示種類：ビット 

デバイス：X0 

(2)基本設定：表示コメント 

コメントタイプ：基本コメント 

OFF=ON のチェックを外す 

コメント表示方法：文字列 

OFF：（文字は入力しない） 

ON：ＰＢＳ１を押しています 

① 
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②コメント表示（ビット） 

(1)基本設定：デバイス／スタイル 

コメント表示種類：ビット 

デバイス：X1 

(2)基本設定：表示コメント 

コメントタイプ：基本コメント 

OFF=ON のチェックを外す 

コメント表示方法：文字列 

OFF：（文字は入力しない） 

ON：ＰＢＳ２を押しています 

③コメント表示（ビット） 

(1)基本設定：デバイス／スタイル 

コメント表示種類：ビット 

デバイス：X2 

 (2)基本設定：表示コメント 

コメントタイプ：基本コメント 

OFF=ON のチェックを外す 

コメント表示方法：文字列 

OFF：（文字は入力しない） 

ON：ＰＢＳ３を押しています 

④コメント表示（ビット） 

(1)基本設定：デバイス／スタイル 

コメント表示種類：ビット 

デバイス：X3 

(2)基本設定：表示コメント 

コメントタイプ：基本コメント 

OFF=ON のチェックを外す 

コメント表示方法：文字列 

OFF：（文字は入力しない） 

ON：ＰＢＳ４を押しています 
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課題１３  コメント表示２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コメントグループの作成はテ

キストに記載されています 

① 

② 

③ 

④ 

①ビットスイッチ 

デバイス 

デバイス：M0 

動作設定：ビットモーメンタリ 

（ラダープログラムで、自己保持が入ってい

るためビットモーメンタリ） 

②ビットランプ 

デバイス：M1 

③数値表示 

デバイス：TN0 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：実数 

表示桁数：４ 

小数桁数：１  

小数桁数自動調整にチェックを入れる 

（小数桁数１としているため、データ×０．

１となる） 
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コメントグループ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④コメント表示（ワード） 

(1)基本設定：デバイス／スタイル 

コメント表示種類：ワード 

デバイス：TN0 

条件１：0<$V < 100 

条件２：100 <= $V < 130 

条件３：130 <= $V 

 

(2)基本設定：表示コメント 

コメントタイプ：コメントグループ 

コメントグループ：No.1 

コメント表示方法：コメント 

条件０：コメント０ 

（条件０をコメント方式 無処理にす

ると、TN0 が 0 になったとき、0（表示

なし）にならず、“もうすぐ終了”と表

示したままとなる。 

条件１：コメント１ 

条件２：コメント２ 

条件３：コメント３ 

文字色等を変更する

ことができる 

コメントグループは

作成した番号で指定

する 

条件１～３の範囲設

定を行う 

コメント番号の指定

をする 

条件０～３の範囲設

定を行う 
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課題１４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①課題１３を参照 

④ 

② 
③ 

② 

① 
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･【オブジェクト】→【アラームリスト表示】→【システムアラーム表示】メニューを選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

④ 
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棒グラフ 

補足 目盛りをグラフの横線にすることも可能（高さがわかりやすくなる） 

 

 

 

 

 

 

※ただし、スタイルの図形を選択すると、グラフの上に、目盛りを表示させることはでき

ないので注意すること 
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課題１５ 棒グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①数値入力 

デバイス：D11 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：5 

入力範囲：0 <= $W <= 10000 

（入力範囲は、設定しなくてもよい。今回

は、10000 と仮にしているため） 

① 

② 

②数値表示 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：5（10000 までとなっているため、

5 桁としている） 

 

 

③ 

③数値表示 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：実数 

表示桁数：5 または 6 

（100.00 を表示させると 6 桁が必要） 

小数点桁数：2 

演算／スクリプト 

データ演算 式 ($$ / D11) * 100 

 

プログラムでは、10000 を上

限としていない。範囲設定をし

てもよいが、10000 以上にな

ったときの様子をみてもらう

ため、そのままになっている 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑥画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：ベース 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：1 
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④グラフ表示 

グラフ種類：棒グラフ 

表示方向：横 

グラフ本数：1 本 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

下限値：0 

上限値：10000 

基準点：0 

目盛表示 目盛数：5 

目盛数値表示 数値数：5 上限値：10000  

下限値：0 

棒グラフ属性 棒幅：50 棒幅＋間隔：50 

枠との間隔：0 

（グラフの幅は変更可能） 

 

⑤グラフ表示 

グラフ種類：棒グラフ 

表示方向：横 

グラフ本数：1 本 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

下限値：0 

上限値：D11 （デバイス） 

基準点：0 

目盛表示 目盛数：5 

目盛数値表示 数値数：5 上限値：100  

下限値：0 

棒グラフ属性 棒幅：50 棒幅＋間隔：50 

枠との間隔：0 

（グラフの幅は変更可能） 

 

別解答 ⑤グラフ表示 

上限値：D11 （デバイス） 

→設定しないで、 

（上限値は 100 と設定） 

演算／スクリプトで 

データ演算 式 ($$ / D11) * 100 

を入力しても可能 
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課題１５ 折れ線グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベース画面２ ベース画面１ 

 

ウィンドウ画面番号４ 

①数値入力 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：4 

入力範囲：-100 <= $W <= 100 

 

① 

 ② 

 ③ 

 ④ 

 

⑥ 

 ⑦ 

 ⑧ 

 ⑨ 

 ⑩ 

 

⑪ 

 

⑫ 

 

画面番号４２ 画面番号４１ 

画面番号４ 

⑬ 

 

⑭ 

 

⑤ 

 

目盛の数値は、文字で別

に記載している 

ベース画面で作成した、

折れ線グラフをコピー

して、大きさを調整して

いる 
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②~⑩はコピーする 

 

間隔は画面に合わせて

調整する 
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⑪画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：ベース 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：42 

 

⑪ 

 

⑫ 

 ⑫画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：オーバーラップウィンドウ１ 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：4 
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⑬ 

 ⑬画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：ベース 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：41 

 

⑭ 

 

⑬折れ線グラフ 

(1)基本設定：データ 

グラフ本数：2 

ポイント数：5 

表示方向：右へ 

デバイス範囲 No.１:D10 No.2:D15 

下限値：-100 

上限値：100 
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課題１７ トレンドグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 ② 

 

①数値表示 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：5（－1000 までとなっているた

め、5 桁としている） 
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②トレンドグラフ 

(1)基本設定：データタブ 

グラフ種類：トレンドグラフ 

グラフ本数：１ 

ポイント数：10 

表示方向：右へ 

モニタデバイス：D10 

下限値：-1000 

上限値：1000 

(2)詳細条件：表示条件 

トリガ種別：周期 

周期：10×100ｍｓ 
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課題１８ レベル表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

①数値表示 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：5（－1000 までとなっているた

め、5 桁としている） 

 

 

② 

 

③ 

 

図形の目

盛を使用 

数値で記

載 

数値で記

載 
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②レベル 

(1)基本設定：デバイス／スタイル 

デバイス：D10 

条件設定 

通常 レベル色：“白” 

（課題では設定していない） 

D10＜5000 レベル色：“青” 

8000＜D10 レベル色：“赤” 

下限値：0 

上限値：10000 

③コメント表示（ワード） 

(1)基本設定：デバイス／スタイル 

条件 0 

条件 1 D10＜5000 

条件 2 8000＜D10  

(2)基本設定：表示コメント 

条件設定 

通常 レベル色：“白” 

（課題では設定していない） 

 レベル色：“青” 

レベル色：“赤” 

下限値：0 

上限値：10000 

※4.8 にワードコメント等記載され

ている→テキスト参照 
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追加説明 D10 をもとにパネルメータの説明を実施（テキスト参照） 

 

 

追加説明 レベル表示内に数値を入れてもよい→デバイスコメントと同様に、数値によっ

て色を変更する設定を実施してもよい 

 

 

 

 

 

 

※4.8 にコメントグループ記載方法

を参照すること 

→テキスト参照 
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課題１９ 部品表示 

テキストに記載している条件で実施するとできる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

① 

 

①部品登録（図形） 

番号：10 

円：赤 

※色は何でもよいが、XOR でわ

かりやすいほうが良い（テキス

ト付録４を見る） 

②部品登録（図形） 

番号：11「 

三角：緑 

③ 

 

④ 

 

⑤ 

 

③ビットスイッチ 

デバイス：M0 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

④ビットスイッチ 

デバイス：M1 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

⑤ビットスイッチ 

デバイス：M2 

動作設定：ビットモーメンタリ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑧ 

 

文字で描

画 

この四角形はあらかじめ描画

して下さい 

→ＯＮ／ＯＦＦ図形と重なる

ように設置してください 
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⑥部品表示（ビット） 

部品切り換え方式：ビット 

部品切り換えデバイス：M0 

描画モード：置換え 

表示方法：ON部品番号：10 

OFF部品番号：11 

※番号の選択は、左側の図形を選

択してください 

OFF 図形 

ON 図形 

⑦部品表示（ビット） 

部品切り換え方式：ビット 

部品切り換えデバイス：M1 

描画モード：置換え 

表示方法：ON部品番号：10 

OFF部品番号：11 

※番号の選択は、左側の図形を選

択してください 
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⑧部品表示（ビット） 

部品切り換え方式：ビット 

部品切り換えデバイス：M2 

描画モード：置換え 

表示方法：ON部品番号：10 

OFF部品番号：11 

※番号の選択は、左側の図形を選

択してください 
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課題２０ 部品移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベース画面  

ウィンドウ画面 画面番号５ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

①部品移動（ワード） 

部品切換え方法：ワード 

部品切り換えデバイス：D10  

データ形式：符号付き(BIN16) 

位置デバイス：D20  

データ形式：符号なし(BIN16) 

移動方法：座標 

描画モード：移動 

位置合わせ：左上  

 

通常：表示番号 0 

No.1：表示範囲$V==1 表示番号 30 

No.2：表示範囲$V==2 表示番号 31 

No.3：表示範囲$V==3 表示番号 32 

②画面切り換えスイッチ 

切換え画面種類：オーバーラップウィンドウ１ 

切り換え先指定：固定画面 

画面番号：5 

 

オーバーラップウィン

ドウで表示 
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③数値入力 

デバイス：D10 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：3 

入力範囲：0 <= $W <=3 

（0 で表示を消去するため必要） 

④数値入力 

デバイス：D20 

（部品移動の位置デバイスで指定したもの

で、X 軸） 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：3 

入力範囲：0 <= $W <=800 

（800 は画面のドッド数） 

⑤数値入力 

デバイス：D21 

（部品移動の位置デバイスで指定したもの

で、D20 は X 軸、D21 は Y 軸） 

データ形式：符号付 BIN16 

表示形式：符号付 10 進数 

表示桁数：3 

入力範囲：0 <= $W <=600 

（600 は画面のドッド数） 
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課題２１ レシピ 

テキスト内に解答が記載されているため、テキストを参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

①ビットランプ 

ランプ種類：ビット 

デバイス：D860b10 

（ワードのビット指定例） 

数値表示 
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総合課題１  解答例  

 

※PLCとパナソニック製タッチパネルの基本通信エリアは使用しないでください。 

範囲は下記の通りです 

・ワードエリア D0～2（D0：画面切り換え、D2：画面番号の表示） 

・ビットエリア M0～M47 

 

※制御内容について、PLCのプログラムで実施するのか、タッチパネルで実施するのか、す

み分けを検討してください。 

 

※I/Oリスト 

正転スイッチ：X1000 

逆転スイッチ：X1001 

サーマルリレー：X24（外部スイッチ） 

モータ正転（今回はランプ）：Y30 

モータ逆転（今回はランプ）:Y31 

画面切り換えデバイス：D100 

 

 

 

 

 

X24：トグル SW 

（上側：固定、下側：モーメンタリ） 

 

Y30 

 

Y31 
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画面１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オブジェクト：スイッチ 

１について 

動作：ビットモーメンタリ 

設定：M1000 

２について 

動作：画面切り換え 

設定：2 

・1つのスイッチで 2 つの機能を持たせる ・1つのスイッチで 2 つの機能を持たせる 

・“ビットモーメンタリ”ではなく、“ビッ

トセット”の場合、シーケンスプログラム

では、自己保持は必要ありません。 

オブジェクト：スイッチ 

１について 

動作：ビットモーメンタリ 

設定：M1001 

２について 

動作：画面切り換え 

設定：3 
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スイッチの選択方法について 

 

 

 

 

 

複数の動作を選択することが可能 

後から、動作を追加する場合 
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時計について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクト：日付表示 

（必要に応じて、設定してください） 

オブジェクト：時刻表示 

（必要に応じて、設定してください） 
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画面２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1つのスイッチで 2つの機能を持たせる 

・“ビットモーメンタリ”を使用（シーケン

スプログラムにて自己保持をおこなってい

ます） 

・画面１でモータの回転を“ビットモーメ

ンタリ”ではなく、“ビットセット”の場合、

ここでは、“ビットリセット”を使用してく

ださい。 

オブジェクト：スイッチ 

１について 

動作：ビットモーメンタリ 

設定：M1002 

２について 

動作：画面切り換え 

設定：1 
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画面３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1つのスイッチで 2 つの機能を持たせる 

・“ビットモーメンタリ”を使用（シーケン

スプログラムにて自己保持をおこなってい

ます） 

・画面１でモータの回転を“ビットモーメ

ンタリ”ではなく、“ビットセット”の場合、

ここでは、“ビットリセット”を使用してく

ださい。 

オブジェクト：スイッチ 

１について 

動作：ビットモーメンタリ 

設定：M1002 

２について 

動作：画面切り換え 

設定：1 
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画面１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクト：ビットスイッチ 

デバイス：M1100 

動作設定：ビットモーメンタリ 

オブジェクト：画面切り換えスイッチ 

画面番号：11 

サーマルリレーON（X24:ON）すると、画面 10を表示 

（シーケンスプログラムにて画面を変更） 

X24 が OFF、そしてこのスイッチが ON

すると、シーケンスプログラムによっ

て、画面を切り換え（画面 1へ） 
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画面１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オブジェクト：画面切り換えスイッチ 

画面番号：10 
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画面切り換えデバイス 

 

 

 

 

シーケンスプログラム 例 

 

 

 

 

ベース画面：D100 

インターロック 

外部出力モータ正転（今回はランプ） 

外部出力モータ逆転（今回はランプ） 

モータ加熱画面へ 

初期画面へ 

自己保持 自己保持 

自己保持 

外部入力： 

スイッチ 

画面切り換えデバイス 
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参考：ライブラリより、下記のパーツを選択も可能です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種図形 

イラスト_特殊パーツ_3 

各種図形 

イラスト_特殊パーツ_1 

イラストをダブルクリック

すると、ペイントにて、図を

編集することも可能です 
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写真データの活用 

下記のフォルダ内に写真データが入っているので、使用しても構いません。 

（デスクトップ上に、ショートカットがあります） 

\\cabsvr\提出フォルダ\06_受講生配布用データ 

 

 

 

 

 

 

 

 


